
 

 

あの雪に閉ざされた冬が嘘のように、桜が咲き、チューリップが咲き、木々の緑が鮮やかになってくる気持ちの良い季節です。

園庭に出て遊んだり、散歩に出かけたりする機会も増え、道端の小さな花や虫に目を向けることがあります。これらを造り、日々

養ってくださる神さまがおられることを子ども達にも感じて欲しいと思います。 

イエスさまは「野の花がどのように育つのか、注意してみなさい」と言われます。たとえば誰が植えたわけでもないのに園庭や

道端の片隅に咲くタンポポ。いつのまにか綿毛になり風にのって飛んで行き、別の場所に身を置きます。自然の中には不思議で

いっぱいです。神さまは、私たちの考えも及ばない方法で、それぞれに必要な力を与え、生かしておられます。野の花は働いた

り、衣服を造ったりしませんが、神さまはそんな花をとても美しく装われます。しかも、そんな野の花は、翌日には刈り取られ、そ

の当時は燃料として炉にくべられてしまうようなはかない存在です。そんな小さな命をも慈しみ育てられる神さまは、私たちのこ

とをもっと価値あるものとして、大切に思い、日々導いてくださいます。それだから、何事にも思い煩うなと神さまは言われま

す。何を着るか、何を食べるかと思い煩う必要はないと言われます。野の花をも装ってくださる神さまが私たちに必要なものは

満たしてくださるということです。すべてのものを生かし養ってくださる神さまが、私たちに本当に必要なものを満たしてくださ

る。そのことに信頼して日々を過ごしていくことが許されていることを覚えて歩んでいきましょう。 
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    聖句： 野の花がどのように育つのか、注意してみなさい。  マタイによる福音書６章２８節 

主題： なんだろう 

月のねがい： ・神さまの創られた世界の中に、たくさんの恵みや不思議があることに気づき、思いを寄せる 

         ・自分の好きなことやまわりのもの・ことに心をとめて、感じて考え動いていく 

         ・草花や木々の育ち、虫や小動物の命にふれる 

         

        

 

 

（由来） 

アメリカの婦人で、アンナジャービスが、教会学校の先生でも

あった亡き母を記念して、５月の第２日曜日にカーネーション

を教会に飾って記念したことから、「母の日」が広がりました。 

（ねらい） 

 こども園では子ども達の中に次の３つのことが育まれるこ

とを願い、母の日の礼拝を守ります。 

① 母の愛を知り、感謝の心を育む。 

②「母の日」について知り、感謝の気持ちをどのように表現 

するか考える。 

③お母さんを下さった神さまに感謝する。 

母の日の礼拝について 

 

１日（木）プリザーブドフラワー作り 

（年長児） 

７日（水）こどもの日の集い 

８日（木）避難訓練（地震） 

9日（金）母の日礼拝 

愛情弁当の日 

１７日（土）スポーツフェスティバル 

１９日（月）内科健診 

２２日（木）お誕生会 

２８日（水）食育指導 

２９日（木）交通安全教室（園庭） 

３０日（金）職員会議 
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愛情弁当の日 

５月９日（金） 

子ども達が楽しみに待ってい

る愛情弁当の日です。毎年、愛

情弁当の日には子ども達が笑

顔いっぱいでお昼を楽しみに

しています。お忙しいと思いま

すがよろしくお願い致します。

お母さんの愛情を感じて感謝

して頂きます。 

５月 園だより 

 

お誕生会について 

毎年、お子さまのお誕生会の際

には、ご多忙のところ時間を割

いて来園し一緒にお祝いして下

さりありがとうございます。 

今年度から、２名まで来園し 

一緒にお祝いすることができま 

す。父母、祖父母のうちの２名と

なりますのでよろしくお願い致

します。 


